
鉄筋コンクリート
布基礎の代表例

鉄筋コンクリート
ベタ基礎の代表例

長方形に近い平面

複雑な平面

一辺が4mを
こえる吹抜

１階壁

２階床

２階外壁

２階外壁

１階外壁

１階外壁

壁がある

壁がない

南面に壁がない例

壁

北

玄
関

１階に壁が多い例

１階に壁が少ない例
（縦方向の壁が少ない）

壁

壁

玄
関

玄
関

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日１１：５０～正午放送／『徳島市NOW』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

１０月１５日2007
平成１９年１０月１日現在

（前月比）

人 口 ２６０，４６５人（－４６）
男 １２３，８９７人（－６２）
女 １３６，５６８人（＋１６）

世帯数 １１０，０１６世帯（＋２９）
面 積 １９１．３９�

（ホームページ）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/
（携帯）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/i/ No．７６９

今世紀前半にも、高い確率で東南海・南海地震が起こると予測されています。自宅
（木造住宅）の耐震性能を理解し、耐震知識を身につけるため、まず、自己診断「誰
でもできるわが家の耐震診断（�日本建築防災協会発行）」をしてみましょう。判定で
「専門的診断が必要」となった場合は、早めに専門
家に相談してください。なお、徳島市では、専門家
による耐震診断と耐震改修工事への補助金交付を行
っています。詳しくは４面に掲載していますので、
自己診断後には、ぜひ、ご覧ください。
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――東東南南海海・・南南海海地地震震にに備備ええてて――

問診１ 建てたのはいつ頃ですか？ 問診６ 大きな吹き抜けがありますか？（１辺の長さが４．０ｍかどうかに着目します）

以前
１９８１年５月
１９８１年６月
以降

説明
１９８１年（昭和５６年）６月に建築基準法が改正され、耐震基準が強化さ
れました。１９９５年（平成７年）に発生した阪神淡路大震災では、１９８１

年以降に建てられた建物の被害が少なかったことが報告されています。

説明
外見は形の整っている建物でも大きな吹き抜けがあると、地震時に建物を
ゆがめる恐れがあります。ここでいう大きな吹き抜けとは一辺が４ｍ（２間）

を超える吹き抜けをいいます。これより小さな吹き抜けはないものと扱います。

問診２ いままでに大きな災害に見舞われたことはありますか？ 問診７ １階と２階の壁面が一致しますか？

説明
自宅が長い風雪のなかで、床下浸水・床上浸水・火災・車の突入事
故・大地震・崖上隣地の崩落などの災害に遭遇し、わずかな修復だ

けで耐えてきたとすると、外見だけでは分からないダメージを蓄積してい
る可能性があります。この場合、専門家による詳しい調査が必要です。

説明
２階の壁面が一致していれば、２階の地震力はスムーズに１階壁に
流れます。２階壁面の直下に１階壁面がなければ、床を介して２階

の地震力が１階壁に流れることとなり、床面に大きな負荷がかかります。
大地震時には床から壊れる恐れがあります。枠組壁工法の木造（ツーバイフォー工法）
は床の耐力が大きいため、２階壁面の直下に１階壁面がなくても、評点１とします。

問診３ 増築について

問診８ 壁の配置はバランスがとれていますか？（１階部分の外壁に着目します）

説明
壁の配置が片寄っていると、同じ木造住宅の中でも壁の多い部分は
揺れが小さく、壁の少ない部分は揺れが大きくなります。そして揺

れの大きい部分から先に壊れていきます。ここでいう壁とは約９１㎝（３尺）
以上の幅を持つ壁です。せまい壁はここでは壁とみなしません。

説明
一般的に新築してから１５年以上経過すれば、増築を行う事例が多い
のですが、その増築時、既存部の適切な補修・改修・増築部との接

合をきちんと行っているかどうかがポイントです。

問診４ 傷み具合や補修・改修について
問診９ 屋根葺材と壁の多さは？

説明
お住まいになっている経験から、建物全体を見渡して判断してくだ
さい。屋根の棟・軒先が波打っている、柱や床が傾いている、建具

の建て付けが悪くなったら老朽化と判断します。また、土台をドライバー
などの器具で突いてみて「ガサガサ」となっていれば腐ったり白蟻の被害に遭っていま
す。特に建物の北側と風呂場回りは念入りに調べましょう。白蟻は、梅雨時に羽蟻が集
団で飛び立ったかどうかも判断材料になります。

説明
瓦は優れた屋根葺材のひとつです。しかし、やや重いため採用する
建物ではそれに応じた耐力が必要です。耐力の大きさはおおむね壁

の多さに比例しますので、自宅は壁が多い方かどうか判断してください。

問診１０ どのような基礎ですか？

問診５ 建物の平面はどのような形ですか？（１階の平面形状に着目します）

説明
鉄筋コンクリートによる布基礎・ベタ基礎・杭基礎のような堅固な
基礎は、その他の基礎と比べて同じ地盤に建っていても、また同じ

地震に遭遇しても丈夫です。改めて自宅の基礎の種別を見直してください。
説明

整形な建物は欠点が少なく、地震に対して建物が強い形であること
はよく知られています。反対に不整形な建物は地震に比較的弱い形

です。そこでまず、自宅の１階平面系が大まかに見て、長方形もしくは長方形
と見なせるか、Ｌ字型・コの字型など複雑な平面になっているか選び取ってください。現
実の建物は凸凹が多く判断に迷いますが、（ア）約９１㎝（３尺）以下の凸凹は無視しましょう。
（イ）出窓・突出したバルコニー・柱付物干しバルコニーなどは無視します。

※この自己診断の「判定・今後の対策」は４面（裏面）に掲載
していますので、ご確認ください。

評評点点

１
０
０

項項 目目

建てたのは１９８１年（昭和５６年）６月以降
建てたのは１９８１年（昭和５６年）５月以前
よく分からない

評点

評評点点

１

０

０

項項 目目

大きな災害に見舞われたことがない
床下浸水・床上浸水・火災・車の突入事故・大地
震・崖上隣地の崩落などの災害に遭遇した
よく分からない

評評点点

１
０
０

項項 目目

一辺が４ｍ以上の大きな吹き抜けはない
一辺が４ｍ以上の大きな吹き抜けがある
よく分からない

評点

評点

評評点点

１

０

０

項項 目目

増築していない。または、建築確認など必要
な手続きをして増築を行った。
必要な手続きを省略して増築し、または増築
を２回以上繰り返している。増築時、壁や柱
を一部撤去するなどした
よく分からない

評点

評評点点

１

０

０

項項 目目

傷んだところは無い。または、傷んだところ
はその都度補修している。健全であると思う
老朽化している。腐ったり白蟻の被害など不
都合が発生している
よく分からない

評評点点

１
０
０

項項 目目

どちらかというと長方形に近い平面
どちらかというとＬの字・Ｔの字など複雑な平面
よく分からない

評点

評点 評点

評評点点

１

０
０

項項 目目

２階外壁の直下に１階の内壁または外壁があ
るまたは、平屋建てである
２階外壁の直下に１階の内壁または外壁がない
よく分からない

評評点点

１

０

０

項項 目目

１階外壁の東西南北どの面でも壁がある
１階外壁の東西南北各面の内、壁が全くない
面がある
よく分からない

評点

評評点点

１
０
０

項項 目目

鉄筋コンクリートの布基礎またはベタ基礎・杭基礎
その他の基礎
よく分からない

評点

評評点点

１

０
０

項項 目目

瓦など比較的重い屋根葺材であるが１階に壁
が多い。または、スレート・鉄板葺・銅板葺
など比較的軽い屋根葺材である
和瓦・洋瓦など比較的重い屋根葺材で、１階に壁が少ない
よく分からない

評点

（自宅が枠組壁工法の木造（ツーバイ
フォー工法）なら、ここの評点１とします）

発行：徳島市（毎月１日・１５日発行） 〒７７０‐８５７１ 徳島市幸町２丁目５ �（０８８）６２１‐５１１１（代表）
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～今までの老人保健制度と何が変わりますか？～

（問１）制度の運営はどこがするのですか？
（答１）徳島県内すべての市町村が加入する「徳
島県後期高齢者医療広域連合」が行います。

（問２）後期高齢者医療制度の被保険者となる
人はどういう人ですか？
（答２）７５歳以上の人です。また、６５歳から７４
歳までの人で、一定以上の障害があり、現在老
人保健に加入している人も対象です。
現在、国民健康保険や健保組合などの被用者

保険に加入しながら老人保健制度で医療を受け
ていますが、平成２０年４月からはそれらを脱退
し、後期高齢者医療制度に加入することとなり
ます。

（問３）被保険者になるのはいつからですか？
（答３）７５歳の誕生日からです。また、６５歳か
ら７４歳までの人で一定の障害がある人について
は、寝たきりなどの認定をうけた日（本人の申
請と広域連合の認定が必要）からです。

（問４）病院にかかるときの自己負担はどうな
りますか？
（答４）病院などの窓口で支払う医療費の自己
負担額は、現在の老人保健制度と同様に、かか
った医療費の１割負担となります。ただし、現
役並みの所得がある人は３割負担となります。

（問５）保険料の負担はどうなりますか？
（答５）保険料は原則として全員が納めること
になります。被保険者は広域連合が条例で決め
た保険料率などにより算定した保険料を納める
ことになります。なお、保険料率は平成１９年１１
月下旬に決定する予定です。
保険料は、被保険者全員が均等に負担する「均

等割額」と、被保険者の所得に応じて負担する
「所得割額」の合計となります。ただし、前年
の所得が一定基準額以下の人は均等割額が軽減

されます。
これまで保険料の負担のなかった健保組合な

どの被用者保険の被扶養者だった人も、保険料
を納めることになります。ただし、被用者保険
の被扶養者だった人については資格を得た日の
ある月から２年間は、軽減措置があります。

（問６）保険料はどのように納めますか？
（答６）保険料の納付方法については、介護保
険と同様に年金から差し引かれることになりま
す（特別徴収）。ただし、年金の額が年額１８万円
未満の場合や介護保険料と合わせた保険料が年
金額の２分の１を超える場合は、市町村から送
付される納付書または口座振替などの方法によ
り納めていただくことになります（普通徴収）。

（問７）受けられる給付はどうなりますか？
（答７）老人保健制度で受けていたときと同様
の給付が受けられます。

（問８）被保険者証はどうなりますか？
（答８）現行の老人保健制度では、国民健康保
険などの被保険者証と老人保健医療受給者証の
２種類ありましたが、平成２０年４月からは後期
高齢者医療の被保険者証のみとなります。
被保険者証は１人に１枚交付され、平成２０年

３月末頃に住民票上の住所にお届けする予定で
す。

（問９）各種手続きはどこでするのですか？
（答９）平成２０年４月からも、市の担当課窓口
で手続きできます。

※なお、現段階での制度の概要であり、今後制
度が明確化され次第、内容に変更があった分に
ついても順次お知らせしていく予定です。

［問い合わせ先］ながいき課（�６２１－５２７８）
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参参加加者者
募募集集 市市長長とと一一緒緒にに熱熱々々トトーークク
テテーーママはは「「防防災災～～地地域域のの防防災災力力ををアアッッププ～～」」

７月に開催された熱 ト々ーク「観光～協働による魅力づ
くり～」の様子
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期
消

火
段
階
に
特
に
有
効
な
力

を
発
揮
す
る
の
が
消
火
器

で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
消

火
器
を
使
え
る
よ
う
に
日

ご
ろ
か
ら
消
火
器
の
設
置

場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
速
や
か
に
消
火

が
で
き
る
よ
う
、
正
し
い

消
火
器
の
使
用
方
法
と
し

て
、
「
１（
ワ
ン
）・
２（
ツ
ー
）

・
３（
ス
リ
ー
）」の
３
つ
の
操

作
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
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日
ご
ろ
か
ら
の
消
火
器
の
点

検
に
も
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

高
温
多
湿
の
場
所
に
長
年
設
置

し
て
い
る
と
消
火
器
の
底
が
腐

食
し
、
使
用
中
に
薬
剤
の
放
射

圧
力
に
よ
り
底
が
抜
け
ロ
ケ
ッ

ト
状
に
飛
ぶ
な
ど
大
変
危
険
で

す
。

正しい使用方法 知知
っっ
てて
いい
まま
すす
かか
？？

消消
火火
器器
のの
正正
しし
いい
使使
いい
方方

黄色の安全
栓を上方向
に引く

１
（ワン）

↓

ホースを外
し、火元に
向ける

２
（ツー）

↓

レバーを
握る

３
（スリー）

◆京都御所一般参観
１１月３日�＜日帰り＞
１２，０００円（昼食付き）
◆紅葉の高ノ瀬峡見物
１１月４日�・６日�＜日帰り＞
５，０００円（昼弁当付き）
◆山中温泉と長浜城下町散策
１１月１２日�～１３日�
１１月２１日�～２２日�＜１泊２日＞
２８，０００円（朝１・昼２・夕１食付き）
◆瀬戸大橋フィッシャーマンズワーフ
１１月１１日�・２５日�・１２月１６日�
＜日帰り＞
大人８，８００円、小人８，０００円（昼食付き）
◆２００７小豆島
１１月１９日�・２０日�＜日帰り＞
８，８００円（昼食付き）
問市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、使用年数、価格）

▽子ども用自転車、４年 ▽ポータブルト
イレ、１カ月 ▽ペンダント照明器具、７
年 ▽全自動洗濯機、１０年 ▽ベビーベッド、
２年 ▽ベビーベッド、６年
※価格はすべて無償
［譲ってください］ ▽２段ベッド ▽ベビー
ゲート
申はがきに希望の品（１人１品目）・
住所・名前・電話番号を記入し、１０月２２
日�までに消費生活センター（〒７７０－
０８３４ 元町１）へ。同２５日�に抽選し、
当選者に連絡。詳しくは、徳島市ホーム
ページでご確認ください。
※掲載品以外に譲りたいもの、譲ってほ
しいものがある場合は、ご連絡ください。
問徳島市消費生活センター（�６２５－２３２６
火曜日・祝日は休み）

親親子子ふふれれああいいププララザザ 市バス 旅への誘い不用品活用危険物はごみに出さないで
【１１月の行事】 �657‐0065

いずれも参加無料。※印は要申し込み。
★印は当日先着３０人

農薬・劇薬などが入っていた空き缶や空き
びん、バッテリー、医療器具（注射器）などは
ごみに出さないでください。処理については、
販売店または専門処理業者にご相談くださ
い。
また、カセットコンロのガスボンベや化粧品
などのスプレー缶は、必ず中身を使い切り、
屋外で穴をあけてから出してください。
問生活環境課（�６２１－５２０２）

◆子育てセミナー
「ふれあいいっぱいパネルシアター」※
日時 １１月１４日� １０：３０～１１：１０
場所 親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
講師 保育士 渡川ツヤ子さん

徳島市加茂保育所 井上節美
定員 就学前の子どもとその保護者３０組

◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

内 容

絵本の読み聞かせ

歯みがき指導（当日先着１５人）

子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田厚子さん（英語も可）

ゆらゆらフォトスタンド★
アニマルロープウエイ★

お誕生パーティー※（１１月生まれ）

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

６日�１０：３０～１１：３０
９日	
１０：３０～１５：００

１６日	１０：３０～１１：２０
２２日�１０：３０～１１：２０
２８日�１０：３０～１１：２０

徳島市は、個人情報の取扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。徳島市は、個人情報の取扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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・劇薬類

バッテリー

２第７６９号 平成１９年１０月１５日広 報



ウオーキング力測定

糖尿病予防エクササイズ

第３６回徳島市芸術祭「美術展」出展作品

ふれあい考古学教室

フレンチクラフト・カルトナージュワークショップ

受講料
（材料費込み）

６００円
５００円
１，０００円

内容

スタンドフォトフレームづくり
ポットカバーづくり
クリスマストレイづくり

講習日

１１／１３�
１１／２７�
１２／１１�

時間はいずれも１０：００～１２：００［講師］磯田久美さん。

ふれあい健康館講座

定員・受講料など

２０人。受講料３００円。
材料費５００円

受講料３００円
資料代２００円

３０人。４歳～小学生
と保護者対象（大人
のみも可）。受講料３００
円。材料費５００円

内容

和紙で創る
インテリアート
[要申込]

阿波の民話で
心を豊かに

自然物で作ろう
－木の実のリース－
[要申込]

日時

１１／１８�
１３：３０～
１５：３０

１１／２１�
１３：３０～
１５：３０

１１／２４�
１３：３０～
１５：００

※準備物などはお問い合わせを。

ふれあいシニアパソコン講座

菊花展開催中

おはなしで７日間世界一周

ふれあい健康館の催し

第３回とくしまNPO・ボランティアフェア

就学時の健康診断

大規模な土地取引は
届け出を

基本健康診査・がん検診は
１０月末まで

公費負担の高齢者インフルエンザ
予防接種

漁調選挙人名簿の縦覧

医師による無料健康相談

「電話相談センター」
開設します

申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

ふれあい健康館（沖浜東２）元気回復室
・ウオーキングコースで。対象は医師から
運動制限を受けていない市民。定員は各２０
人（先着）。参加無料。動きやすい服装と靴
で。ウオーキング手帳をお持ちの人はご持
参を。日程は ▽１１月２日�１３：００～ ▽１１月
２日�１４：３０～ ▽１１月１４日�１３：００～ ▽１１
月１４日�１４：３０～。
申１１月２日�までに保健センター（�６５６
－０５３１）へ。

ふれあい健康館（沖浜東２）２階で。内容
は運動指導を中心に、健康チェックや講話
など。対象は①６４歳までの市民②平成１９年
度の健診結果がHbA１c５．２～６．０％（糖尿病
治療中の人を除く）③医師から運動制限の
指示を受けていない人④前回の同事業に参
加していない人⑤１９年度後期のふれっしゅ
体操教室に参加していない人⑥全日程に参
加できる人ーの全てを満たす人。日程は、１０
月３０日�～１月１７日�（１月１日～３日 を
除く）の ▽毎週火曜日１３：３０～１５：００（受け付
け１３：００～） ▽毎週木曜日９：３０～１１：００（受
け付け９：００～） ▽毎週木曜日１９：００～２０：３０
（受け付け１８：３０～）－の各クラス全１１回。定
員は各クラス２０人（先着）。受講料無料。
申電話で保健センター（�６５６－０５３１）へ。

開催期間は平成２０年１月２４日�～２９日�。
県郷土文化会館で。募集作品は洋画・日本画
・写真・書道・デザイン・彫刻・美術工芸。対象
は、市内在住・在勤・在学または市内の文化
サークルに所属している１５歳以上（中学生
を除く）の人。出品料は１点につき１，０００
円（１人３点以内）。
申公民館・支所・コミセン・文化振興課
（市役所９階）にある申込書で、１２月１４日
�～２６日�（土・日・祝日を除く）に徳島
市文化協会事務局（文化振興課内 �６２１
－５１７８）へ直接または郵送で。

１１月２３日	９：３０～１７：００。内容は徳島
市立考古資料館（国府町西矢野）の特別企
画展「弥生の青銅器の世界」や県立博物館
の見学、火起こし体験、古代食づくりなど
の「一日古代人」。対象は小学３年～中学３
年生とその保護者２５組５０人（先着）。受講料
は１組で２，０００円（材料費込み）。保護者の
み県立博物館観覧料が必要。
申１０月１６日�から受講料を添えて、直接、
徳島市立考古資料館（�６３７－２５２６）へ。

とくしま植物園緑の相談所で。定員は各
１０人（抽選）。対象は市内在住・在勤の人。

申往復はがきに希望日、住所、名前、年
齢、電話番号、返信あて名を記入し、１０月
２６日�（必着）までに、とくしま植物園緑
の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－
１ �６３６－３１３１）へ。徳島市ホームペー
ジ「電子申請」からも申し込み可。

申［要申込］のみはがき（１枚に１講座）
に希望の講座名・住所・名前（ふりがな）
・電話番号を記入し、講座開始日の７日前
（必着）までにふれあい健康館（〒７７０－
８０５３ 沖浜東２－１６ �６５７－０１９０）へ。
徳島市ホームページ「電子申請」からも申
し込み可。応募多数の場合は抽選。

１０月３０日～１２月１８日の毎週火曜日。時間
は ①１０：００～１１：３０②１３：００～１４：３０③１５：００
～１６：３０。ふれあい健康館で。対象は市内
在住・在勤のおおむね６０歳以上の初心者。
定員は各１０人（抽選）。受講料１０，０００円、テ
キスト代２，１００円、教材費３，０００円（初回の
み）。全８回。
申はがきに希望のコース・住所・名前（ふ
りがな）・電話番号を記入し、１０月２３日�
（必着）までにふれあい健康館（〒７７０－８０５３
沖浜東２－１６ �６５７－０１９０）へ。徳島市
ホームページ「電子申請」からも申し込み
可。

１１月１１日�まで。９：００～１７：００（入園
は１６：３０まで）。 旧徳島城表御殿庭園（徳
島中央公園内）で。立菊・だるま・福助な
ど愛好家が作り上げた約２６０鉢を展示。入
園料は大人５０円、子ども３０円。１０月２８日�
９：３０から小菊鉢（先着１００人）を無料配布。
問公園緑地課（�６２１－５２９５）

１１月２日�・３日	・４日�・５日
・
７日�・８日�・９日�１０：３０～１１：００。市
立図書館２階おはなし室で。参加は無料。
問市立図書館（�６５４－４４２１）

ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で。入場無料。 ▽ふれあい朗読会「阿
波舞台の小説」＝１０月２０日�１３：００～。「歩
き遍路」などの小説を朗読。 ▽グリーティ
ングハートコンサート＝１０月２１日�１３：３０
～。ミュージカルスクール「WITH」がミ
ュージカルナンバーを披露。
問ふれあい健康館（�６５７－０１９０）

１０月２１日�１０：００～１７：００。新町川ボート
ウォークで。「NPOってなに？！～来てみ
て体感！～」をテーマに、ボランティア・
NPOなど社会貢献活動団体の紹介や体験コ
ーナー、ウクレレ演奏など。入場無料。
問市民活力開発センター（�６１１－３８８６）、
とくしま県民活動プラザ（�６６４－８２１１）

１０月中旬から市内各小学校で健康診断を
実施。対象は平成２０年４月に小学校へ入学
予定の子ども。健康診断実施最終日は１１月
２９日�。対象者には事前に案内を通知。受
診は無料。
問スポーツ振興課（�６２１－５４２７）

大規模な土地取引（市街化区域＝２，０００
�以上、市街化調整区域＝５，０００�以上）
の権利取得者（売買の場合は買主）は、契
約締結日から２週間以内に届け出が必要。
届け出をしないと法律で罰せられます。
必要書類は①届出書②土地取引の契約書
またはこれに代わる書類③縮尺５万分の１
以上の位置図④住宅案内図⑤公図の写し⑥
その他（必要に応じて委任状など）。
問開発課（市役所４階 �６２１－５２７０）

実施期間は１０月３１日�まで。基本健康診
査＝４０歳以上の人。市内の病院・医院・診
療所（一部の病院は除く）で実施。胃・肺
・大腸がん＝４０歳以上の人。集団検診 ▽子
宮がん＝２０歳以上の偶数年齢に到達する女
性。個別検診 ▽乳がん＝４０歳以上の偶数年
齢に到達する女性。個別検診。いずれの検
診も、徳島市に住民登録があり、職場など
で検診機会のない人が対象。各検診の日程
・場所などは、保健センター・市役所１階
案内・各支所・コミセンにあるチラシ、ま

たは徳島市ホームページを参照。受診の際
には、必ず受診整理券（該当者に送付済み）
を持参で。
問保健センター（�６５６－０５３０）

接種期間は、１１月１日～平成２０年１月１５
日。対象は６５歳以上で、接種補助券に住所
・名前の印字がある人。ただし、接種日に
６５歳以上でないと公費負担の対象となりま
せんのでご注意を。自己負担額は、１，８００
円（ただし、生活保護法による被保護世帯
に属する人は無料）。基本健康診査受診整理
券と一緒に送付済みの「高齢者インフルエ
ンザ予防接種補助券」を必ず持参し、市内
の委託医療機関で予防接種を。
なお、委託医療機関は徳島市ホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせを。
問保健センター（�６５６－０５４０）

平成１９年の徳島海区漁業調整委員会委員
の選挙人名簿を１０月２０日�～１１月３日	ま
で市選挙管理委員会事務局（市役所９階）
で縦覧。
問市選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっかけ
空間で。 ▽夜間健康相談＝１０月１９日�１９：
００～２１：００ ▽休日健康相談・メンタルヘル
ス健康相談＝１０月２１日�１３：００～１５：００
問ふれあい健康館（�６５７－０１９０）

１１月１日から「高松国税局・電話相談セ
ンター」が開設。電話相談センター開設後
は税務署の代表番号にかければ、自動音声
案内により、国税に関する一般的な相談は
電話相談センターへ、税務署への個別のご
用件は税務署へつながります。
国税に関する一般的な相談については電
話相談センターのご利用を。
問徳島税務署（�６２２－４１３１）

家家家家家家家家家家家家電電電電電電電電電電電電製製製製製製製製製製製製品品品品品品品品品品品品にににににににににににによよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるる類類類類類類類類類類類類似似似似似似似似似似似似火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止
使用期間の長い家電製品による火災事
故が発生しています。使用期間の長い家
電製品を使用するときは、必ず点検しま
しょう。
例えば、扇風機、テレビ、エアコン、
洗濯機などの製品について異常がないか
よく確認してください。もし、異常があ
れば使用を中止し、販売店、メーカーに
連絡してください。
［問い合わせ先］消防局予防課（�６５６－
１１９３）

１１１１１１１１１１１１００００００００００００月月月月月月月月月月月月はははははははははははは市市市市市市市市市市市市・・・・・・・・・・・・県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税
第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３期期期期期期期期期期分分分分分分分分分分のののののののののの納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期月月月月月月月月月月でででででででででですすすすすすすすすす
納納納納納納納納納納期期期期期期期期期期限限限限限限限限限限はははははははははは１１１１１１１１１１００００００００００月月月月月月月月月月３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日����������

保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健師師師師師師師師師師師師にににににににににににによよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるる各各各各各各各各各各各各地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区のののののののののののの無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談 特別企画展記念シンポジウム ～～資資産産税税課課かかららののおお知知ららせせ～～考考古古
資資料料館館 「弥生の青銅器の謎をさぐる」

家屋調査にご協力ください
徳島市では、固定資産を適正に
評価するため、今年１月２日以降
に新・増築した家屋を対象に、家
屋調査を実施しています。
職員がお伺いし、家の内外を調
査します。時間は３０分程度です。
留守の場合は、連絡用紙を置いて
おきますので、都合のよい日をお知
らせください。
次に該当する場合は、お届けく
ださい▲

未登記の家屋で売買・相続な
どによって名義変更した場合＝年
内に現所有者届を提出してくださ
い。▲

家屋の一部または全部を取り壊
した場合＝滅失届を提出してくだ
さい。なお、法務局に滅失登記を済

ませた人や、家屋の新・増築などに
よる家屋調査時に職員へ届け出
た人は不要です。
次に該当する場合は、ご連絡く
ださい▲

店舗を住宅に、事務所をアパー
トに、またはその逆など、建物を他
の用途に変更したとき▲

住宅用地として利用している土
地に隣接する土地を取得し、これ
までの住宅用地と一体で利用して
いるとき▲

住宅用地から駐車場、またはそ
の逆や分筆、合筆による住宅用地
の利用形態の変更など土地の利
用状況を変更したとき
［問い合わせ先］資産税課家屋係
（�６２１－５０７２・５０７３）、資産税課
土地係（�６２１－５０６９・５０７０）

生活習慣病や健康づくりに関する個別相談を１人３０分
程度実施します。対象は市内在住の７４歳以下の人。定員
は１地区８人（要予約）で先着順。健康診断の結果があ
れば持参してください。

［ところ］徳島市立考古資料館研修室
［参加費］無料 ［定員］約１００人
［問い合わせ先］考古資料館（�６３７－２５２６）［申し込み・問い合わせ先］保健センター（�６５６－０５３１）

内 容

「瀬戸内の青銅器文化～北部九州・瀬戸内・
畿内～」
愛媛大学法文学部教授・下條信行さん

「銅鐸が語る青銅器文化」
徳島市立考古資料館長・一山典

「武器形青銅器からみた青銅器文化」
愛媛大学法文学部准教授・吉田広さん

「銅鏡と青銅器文化」
愛媛大学法文学部教授・田崎博之さん

コーディネーター
芦屋市教育委員会生涯学習課・盛岡秀人さん
パネリスト
下條信行さん、田崎博之さん、
吉田広さん、一山典

基調
講演

基調
報告

基調
報告

シンポ
ジウム

日 時

１０／２７�
１４：００～
１７：００

１０／２８�
９：３０～
１６：００

日程
１１／２０�
１１／２０�
１１／２７�
１１／２８�
１１／３０�
１２／４�
１２／５�
１２／５�
１２／６�
１２／６�
１２／１９�

時間はいずれも９：３０～１５：３０

場 所
加茂名コミセン
北井上コミセン
新町公民館
渭東コミセン
加茂コミセン
内町コミセン
昭和コミセン
川内町民会館
東富田コミセン
沖洲コミセン
多家良中央コミセン

日程
１１／２�
１１／２�
１１／５

１１／６�
１１／６�
１１／１２

１１／１２

１１／１２

１１／１４�
１１／１４�
１１／１４�
１１／１９


場 所
西富田コミセン
渭北コミセン
佐古コミセン
勝占中部コミセン
上八万支所
津田コミセン
応神コミセン
南井上コミセン
入田コミセン
不動コミセン
国府コミセン
八万中央コミセン

徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。

広 報第７６９号 平成１９年１０月１５日３



【
徳
島
市
が
実

施
し
て
い
る
耐

震
診
断
】

【
耐
震
改
修
工
事
に
補
助
金

交
付
】

会
期
前
半
の
そ
の
ほ
か
の
催
し

１
面
か
ら
の
自
己
診
断
の
結
果
は

ど
う
な
り
ま
し
た
か
。
診
断
結
果
が

「
専
門
家
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
人
を
は

じ
め
、
「
ひ
と
ま
ず
安
心
」
と
な
っ

た
人
も
、
念
の
た
め
に
専
門
家
に
よ

る
詳
し
い
耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

﹇
受
け
付
け
期
間
﹈１１

月
３０
日
�
ま
で

﹇
対
象
と
な
る
住

宅
﹈市
内
に
あ
り
次

の
①
〜
⑤
の
要
件

す
べ
て
を
満
た
す
木

造
住
宅

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
も
の

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に

よ
り
建
築
さ
れ
た
も
の
（
た
だ
し
、

木
の
柱
や
は
り
で
建
て
ら
れ
た
住

宅
で
、
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法
や
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
は
除
く
）

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅

（
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
・
長
屋
、

借
家
も
含
む
）

④
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

⑤
住
宅
の
所
有
者
に
市
税
の
滞
納

が
な
い
（
受
け
付
け
後
に
調
査
し

ま
す
）

﹇
申
し
込
み
が
で
き
る
人
﹈対
象
と
な

る
住
宅
の
所
有
者
。
た
だ
し
、
借
家

の
場
合
は
居
住
者
の
同
意
が
必
要
。

﹇
募
集
戸
数
﹈５
０
０
戸
（
先
着
）

﹇
自
己
負
担
金
﹈１
戸
建
て
の
場
合
は
、

３
０
０
０
円
。
２
戸
以
上
の
共
同
住

宅
な
ど
の
場
合
は
６
０
０
０
円
。

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈次
の
①
〜
⑤
を
建

築
課
（
市
役
所
４
階
）
へ
（
認
め
印

が
必
要
）

①
診
断
申
込
書
（
市
様
式
）

②
入
居
者
の
同
意
書
（
借
家
の
み
）

③
建
築
年
が
分
か
る
も
の
（
固
定
資

産
税
課
税
証
明
書
、
建
築
確
認
通
知

書
、
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
。
コ
ピ

ー
可
）

④
住
宅
地
図
の
コ
ピ
ー（
場
所
を
赤
ペ

ン
で
塗
っ
た
も
の
）

⑤
外
観
写
真
（
２
方
面
か
ら
撮
影
し

た
も
の
）

◆
◆
◆
◆
◆

耐
震
診
断
で
、
「
倒
壊
ま
た
は
大

破
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
診
断
さ

れ
た
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
対
象

に
、
市
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
募
集
要
項
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

﹇
受
け
付
け
期
間
﹈１１
月
３０
日
�
ま
で

﹇
対
象
と
な
る
住
宅
﹈次
の
①
〜
③
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木
造
住
宅

①
市
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
受

け
、「
倒
壊
ま
た
は
大
破
壊
の
お
そ
れ

が
あ
る
」と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、耐

震
改
修
計
画
に
よ
り
耐
震
性
が「
一

応
安
全
」と
な
る
工
事

②
年
度
内
に
改
修
工
事
が
完
了
す

る
も
の

③
住
宅
の
所
有
者
に
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と（
受
け
付
け
後
調
査
）

﹇
補
助
金
額
﹈耐
震
改
修
工
事
費
の
３

分
の
２
（
限
度
額
は
６０
万
円
）

﹇
申
請
で
き
る
人
﹈対
象
と
な
る
住
宅

の
所
有
者
（
借
地
、
借
家
の
場
合
は

関
係
者
の
同
意
が
必
要
）

﹇
募
集
戸
数
﹈４０
戸
（
先
着
）

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈次
の
①
〜
⑤
を
建

築
課
へ
（
認
め
印
が
必
要
）

①
申
請
書
（
市
様
式
）
②
改
修
計
画

書
（
市
様
式
）
③
耐
震
診
断
計
算
書

（
改
修
前
・
後
）
④
改
修
計
画
が
分

か
る
図
面
（
配
置
図
必
要
）
⑤
見
積

書
（
建
設
会
社
や
工
務
店
に
作
成
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
）

※
耐
震
診
断
の
診
断
申
込
書
、
耐

震
改
修
の
申
請
書
・
改
修
計
画
書
は

建
築
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
徳
島

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

受受けけ付付けけはは１１１１月月末末ままでで！！問問診診１１～～１１００のの評評点点をを合合計計ししまますす判 定 耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震
診診診診診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断
をををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけ
まままままままままままままままままま
しししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううう

耐耐
震震
改改
修修
工工
事事
にに
補補
助助
金金
をを
交交
付付
しし
まま
すす

判判定定・・今今後後のの対対策策評評点点のの合合計計

※注意）この診断では、地盤については考慮していませんので、自宅が立地
している地盤の影響については専門家におたずねください。

▲耐震診断の様子

「
阿
波
の
国

文
化
ふ
れ
あ
う

ゆ
め
・
ひ
と
・
み
ら
い
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典

「
第
２２
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま

２
０
０
７
」
が
１０
月
２７
日
�

か
ら
１１
月
４
日
�
ま
で
の
日

程
で
、
県
内
各
地
で
始
ま
り

ま
す
。

徳
島
市
が
主
催
す
る
１３
事

業
の
中
に
は
、
当
日
参
加
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
会
場
ま
で
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

和
太
鼓
の
響
き
、

そ
れ
は
人
の
心
を

時
に
は
高
め
、
時

に
は
癒
や
し
て
く

れ
ま
す
。

日
本
全
国
で
育
み
、
伝
承
、
創
作

さ
れ
て
き
た
和
太
鼓
が
集
い
ま
す
。

勇
壮
華
麗
な
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

﹇
と
き
﹈１０
月
２７
日
�
９

時
３０
分
〜
１５
時
４５
分
・

２８
日
�
９
時
３０
分
〜
１７

時
３０
分

﹇
と
こ
ろ
﹈徳
島
市
立
体

育
館（
徳
島
町
城
内
６
）

﹇
入
場
料
﹈無
料

﹇
出
演
﹈和
太
鼓
「
松
村

組
」＝

写
真
、
下
館
若

囃
太
鼓
会
（
茨
城
県
）、

佐
古
小
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
、

日
和
佐
太
鼓
創
作
会
な

ど

響響響響響響響響けけけけけけけけ 怒怒怒怒怒怒怒怒濤濤濤濤濤濤濤濤（（（（（（ととととととうううううう））））））ののののののののごごごごごごごごととととととととくくくくくくくく 渦渦渦渦渦渦渦渦ととととととととななななななななれれれれれれれれ

和和和和和和和和和和太太太太太太太太太太鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓フフフフフフフフフフェェェェェェェェェェスススススススススステテテテテテテテテティィィィィィィィィィババババババババババルルルルルルルルルル

国
民
文
化
祭
の
期
間
中
、
ず
っ
と

行
わ
れ
て
い
る
の
が
野
外
彫
刻
展
。

全
国
各
地
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
１０
点
を
展
示
し
ま

す
。
徳
島
市
の
美
し
い
水
と
緑
を
背

景
に
、
い
ろ
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（
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宮
一
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※
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（
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〜
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時
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分
）

▼
全
国
か
る
た
大
会＝

１０
月
２７
日
�

１１
時
３０
分
〜
・
２８
日
�
８
時
３０
分
〜
・

県
立
中
央
武
道
館（
徳
島
町
城
内
６
）

水
辺
の
き
ら
め
き
み
ど
り
の
風
熱
い
心
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彫彫彫彫彫彫彫彫彫
刻刻刻刻刻刻刻刻刻
展展展展展展展展展▲野外彫刻展出展作品のひとつ（模型）

吉野川文化探訪フェスティバル（吉野川下流域） 水の都徳島再発見
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▲「
新
町
橋
渡
初
之
図（
部
分
）」

吉野川下流域に栄えた城下町徳島を中心として、大坂や江戸と
対比しながら「水の都」の特徴を探り、川と人との関係を歴史的に
考え直します。
［とき］１０月２７日�～１１月２５日�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
毎月曜日休館（国文祭会期中は無休）［ところ］徳島城博物館展示室
［入館料］大人５００円・高校大学生３００円、中学生以下無料（ただし、
１１月４日までの国文祭会期中は無料）

▲

「
豊
臣
秀
吉
画
像（
部
分
）」 徳島城博物館でのそのほかの国文祭イベント

◆徳島城武者行列－砲術演武－
［とき］１０月２８日�１３：００～１５：００
［ところ］旧徳島城表御殿庭園・講座室

◇◇期間中毎日実施◇◇
◆こども向けワークショップ
貝合わせを作ろう！
［とき］１０：００～１５：００（各日先着５０人）
◆展示解説会［とき］各日１０：３０～／１４：００～（約６０分間）
◆呈茶サービス［とき］１０：００～１５：００※一服２００円（お菓子つき）
［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６－２５２５）

◆吉野川文化探訪フェスティバル特別記念講演会
［とき］１０月２７日�１３：００～１６：００［ところ］講座室
［講演内容］ ▽脇田修さん（大阪歴史博物館長）「瀬戸内海の都
市と水運」 ▽桑原恵さん（徳島大学総合科学部教授）「水都・徳
島、その繁栄の軌跡」［定員］約７０人
◆徳島城野点茶会（茶道表千家同門会
徳島県支部）
［とき］１０月２７日�１０：００～１５：００
［定員］先着２００人
［ところ］旧徳島城表御殿庭園・ラウンジ

ひとまず安心ですが、念のため専門家に診てもらいましょう

専門家に診てもらいましょう

心配ですので、早めに専門家に診てもらいましょう
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